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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 ビジネス  メ ッセージを交換し、 WebLogic Integration™ シ
ステムの B2B Integration をサポートする実行時アクティ ビテ ィをモニタするた
めのアプリ ケーシ ョ ンの開発方法について説明します。

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインは、 WebLogic Integration の本リ リースか

ら非推奨になっています。 代替機能に関する情報については、 『BEA 
WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「概要」 では、 WebLogic Integration 環境のためのアプリ ケーシ ョ ン

の開発について概説します。

� 第 2 章 「ビジネス  メ ッセージのルーテ ィングとフ ィルタ処理」 では、 ルー

ティ ングおよびフ ィルタ処理が  WebLogic Integration 環境で どのよ うに B2B 
Integration をサポート しているかについて説明します。

� 第 3 章 「ロジッ ク  プラグインの作成と追加 （非推奨）」 では、 B2B 統合のた

めに WebLogic Integration システムを通過するビジネス  メ ッセージを処理す

る方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� WebLogic Integration Studio を使用して WebLogic Integration 環境に統合で

きるワークフローを設計するビジネス プロセス設計者

� WebLogic Integration 環境でビジネス  メ ッセージの交換を管理した り、 実行

時の統計をモニタした りするための Java アプ リ ケーシ ョ ンを記述するアプリ

ケーシ ョ ン開発者

� WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンを設定および管理するシステム管理

者
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WebLogic Integration のアーキテクチャの概要については、 『WebLogic 
Integration 入門』 を参照して ください。

e-docs Web サイ ト

BEA の製品マニュアルは、 以下の場所から入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html

このマニュアルの印刷方法

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 PDF を  Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体または一部分を印刷できます。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、次の URL にある  Adobe の Web サイ トから

無料で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/

または、 Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラ

ウザからこのマニュアルの HTML ファ イルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できま

す。

関連情報

Java 2 Enterprise Edition (J2EE)、 eXtensible Markup Language (XML)、 および 
Java プログラ ミ ングについての詳細は、 次の URL にある  Javasoft Web サイ ト を

参照して ください。

http://java.sun.com
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サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊

社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 製品のバージ ョ ン番号をお書き添えください。

本リ リースの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、次の URL 
にある  BEA WebSUPPORT を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせく

ださい。

http://websupport.bea.com/custsupp

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。
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〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそのメンバー、 デー
タ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその拡張子を示す。 等幅テキス トはキー

ボードから入力するテキス ト も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... [-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号は入力しない。

表記法 適用
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... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... [-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 実際には、 この省
略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration ロジック  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド ix
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1 概要

以下の節では、 ロジッ ク  プラグインのプログラ ミ ングの概要を説明します。

� アプ リ ケーシ ョ ンの種類

� ロジッ ク  プラグイン

注意 : カスタム ロジッ ク  プラグインは、 WebLogic Integration の本リ リースか

ら非推奨になっています。 代替機能に関する情報については、 『BEA 
WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

アプリケーションの種類

WebLogic Integration では、 B2B Integration に使用できる以下のアプリ ケーシ ョ

ンが提供されています。

� ロジッ ク  プラグイン－カスタマイズされるルーテ ィング、 フ ィルタ処理、 お

よび情報処理に使用します。 このマニュアルでは、 ロジッ ク  プラグインの概

要を説明します。

� 管理アプリ ケーシ ョ ン－ B2B Integration のアクテ ィ ビテ ィのモニタに使用し

ます。 BEA によって実装されている  MBeans に基づいています。

� メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ン－ WebLogic Integration Messaging API を
使用する  XOCP アプ リ ケーシ ョ ンです。 XOCP アプリ ケーシ ョ ンは ト レー

ディ ング  パートナ ロールを実装し、 B2B エンジンと直接会話して会話を管

理し、 ビジネス  メ ッセージを処理します。

管理アプリ ケーシ ョ ンおよびメ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンの詳細について

は、 『B2B Integration 管理アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 および

『B2B Integration メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 を

参照して ください。

B2B Integration の概要については、 『B2B Integration 入門』 を参照して ください。
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1 概要
ロジック  プラグイン

ロジッ ク  プラグインは、 B2B エンジンを通過するビジネス  メ ッセージに対して

特殊な処理を実行する  Java ク ラスです。 具体的には、 ロジッ ク  プラグインはビ

ジネス  メ ッセージが B2B エンジンを通り過ぎるまでのパスにルールおよびビジ

ネス  ロジッ クを挿入します。 WebLogic Integration では、 各ビジネス  プロ ト コル

のためのルータおよびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインが提供されています。 サー

ビス  プロバイダやト レーディ ング  パートナは、 カスタム ロジッ ク  プラグインを

開発およびインス トールしてハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンに付加

価値を与える こ とができます （『B2B Integration 入門』 の 「B2B Integration の基

礎」 の 「メ ッセージ仲介モデル」 を参照）。

ロジッ ク  プラグインは WebLogic Integration のリポジ ト リで定義および格納さ

れ、 B2B エンジンで実行されます。 ロジッ ク  プラグインの介在はユーザに意識

されません。
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2 ビジネス メ ッセージのルーティン
グとフ ィルタ処理

以下の節では、 ト レーディ ング  パートナ間で交換されるビジネス  メ ッセージの

フローを制御するために、 ルーティ ング、 フ ィルタ処理、 および XPath 式を使

用する方法を説明します。

� ビジネス  メ ッセージおよびメ ッセージ  エンベロープ

� 実行時のメ ッセージ処理

� メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トでの作業

� XPath 式での作業

ビジネス メ ッセージおよびメ ッセージ エン
ベロープ

ビジネス  メ ッセージは、 会話のト レーディ ング  パートナ間で交換される通信の

基本単位です。 ビジネス  メ ッセージには、 メ ッセージの受信側のリ ス ト があ り

ます。 1 つのビジネス  メ ッセージは、 B2B integration API では 
com.bea.b2b.protocol.messaging.Message インタフェースによって表されま

す。 以下のク ラスは、 このインタフェースを実装して、 プロ ト コル固有のビジネ

ス  メ ッセージを表します。

� com.bea.b2b.protocol.xocp.messaging.XOCPMessage

� com.bea.b2b.protocol.rosettanet.messaging.RNMessage
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2 ビジネス メ ッセージのルーテ ィ ングとフ ィルタ処理
ビジネス メ ッセージを受信する と、 B2B エンジンは メ ッセージ エンベロープを

作成します。 メ ッセージ エンベロープは、 B2B エンジンで処理されるビジネス  
メ ッセージのコンテナになり ます。 メ ッセージ  エンベロープは、

com.bea.b2b.protocol.messaging.MessageEnvelope ク ラスのインスタンス

です。

メ ッセージ エンベロープはルーティ ングのために使用されるもので、 手紙の封

筒に相当します。 メ ッセージ エンベロープには、 ビジネス  メ ッセージに加えて、

送信側の識別情報 （返信先アドレス） およびビジネス  メ ッセージの受信者 （送

り先アドレス） といったアドレス情報が含まれます。 次に図を示します。

図 2-1   XOCP ビジネス メ ッセージを含んでいるメ ッセージ エンベロープ

また、 メ ッセージ  エンベロープにはビジネス  メ ッセージに関するその他の情報

も含まれます。 MessageEnvelope ク ラスの詳細については、 『BEA WebLogic 
Integration Javadoc』 を参照して ください。

実行時のメ ッセージ処理

WebLogic Integration B2B エンジンはロジッ ク  プラグインをルータまたはフ ィル

タ と して利用して、 ト レーディ ング  パートナへのビジネス  メ ッセージのフロー

を管理します。 次の例は、 XOCP ビジネス メ ッセージに対するこの処理の実装

を示します。
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実行時のメ ッセージ処理
注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 WebLogic Integration の本リ リースよ り非

推奨にな り ました。 代替機能に関する情報については、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� ト レーディング パートナが B2B エンジンへ XOCP ビジネス  メ ッセージを送

信する と、 ロジッ ク  プラグインが XOCP ルータ と して動作し、 メ ッセージ

の送り先となる ト レーディ ング  パートナを決めます。 ルータ  ロジッ ク  プラ

グインはメ ッセージ処理の送信側にあ り、 メ ッセージの受信側を決定しま

す。

� WebLogic Integration によってビジネス メ ッセージが受信側ト レーディ ング  
パートナへ送信される前に、 2 つめのロジッ ク  プラグインが、 XOCP フ ィル
タ と して動作して、 当該の ト レーディング  パートナがメ ッセージを受信すべ

きかど うかを決めます。 2 つめのフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 メ ッセー

ジ処理の受信側にあ り ます。 フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインを使用して、 特

定の ト レーディ ング  パートナが特定のビジネス  メ ッセージを受信しないよ

うにできます。
B2B Integration ロジック  プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド 2-3



2 ビジネス メ ッセージのルーテ ィ ングとフ ィルタ処理
次の図は、 B2B エンジンによる メ ッセージ処理の概要を示します。

図 2-2   メ ッセージ処理の概要
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実行時のメ ッセージ処理
WebLogic Integration では、 サポート されるビジネス  プロ ト コルごとにルータが

提供されています。 次の図は、 ルータの詳細を示します。

図 2-3   WebLogic IntegrationB2B ルータ

WebLogic Integration では、 サポート されるビジネス  プロ ト コルごとにフ ィルタ

が提供されています。 次の図は、 フ ィルタの詳細を示します。

図 2-4   WebLogic IntegrationB2B フ ィルタ

次の図は、 B2B エンジンによる  XOCP ビジネス  メ ッセージ処理の詳細を示しま

す。 RosettaNet ビジネス  メ ッセージの処理も同様です。 詳細については、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。
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図 2-5   XOCP メ ッセージの処理
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以下の節では、 B2B エンジンの送信側および受信側での XOCP ビジネス メ ッ

セージの処理について説明します。

� 送信側

� 受信側

送信側

以下の節では、 B2B エンジンの送信側のコンポーネン ト と  XOCP ビジネス  メ ッ

セージの処理について説明します。

� メ ッセージ XPath 式

� 転送サービス

� デコーダ

� スケジューリ ング サービス

� XOCP ルータ

� ルーティ ング サービス

メ ッセージ XPath 式

XOCP ビジネス  メ ッセージを送信する際に、 送信側ト レーディ ング  パートナの

ための B2B エンジンではビジネス  メ ッセージの受信側を定義する メ ッセージ 
XPath 式を指定できます。 このメ ッセージ XPath 式は、 Business Process 
Management (BPM) ワークフロー、またはローカルに実行される  B2B Integration 
アプ リ ケーシ ョ ンで定義されます。 メ ッセージ XPath 式の詳細については、 2-20 
ページの 「メ ッセージ XPath 式の作成」 を参照して ください。
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転送サービス

転送サービスは受信 XOCP ビジネス  メ ッセージを読み取って以下の処理を行い

ます。

1. メ ッセージを メ ッセージ  エンベロープにラ ップして、 B2B エンジンを通過す

る際に処理されやすく します。

2. XOCP、 RosettaNet、 または cXML などのビジネス  プロ ト コルに基づいて、

メ ッセージを適切なデコーダへ転送します。 転送サービスがメ ッセージを受

信する場所の URL によって、 プロ ト コルおよび配信チャネルが識別されま

す。 配信チャネル / ビジネス プロ ト コルの組み合わせごとに、 ユニークな 
URL があ り ます。 ト レーディ ング  パートナはこの URL を使用して、 特定の

ビジネス プロ ト コルを使用する特定の配信チャネルへアクセスします。

警告 : 配信チャネル / ビジネス  プロ ト コルの組み合わせに対応する  
URL は、 B2B エンジンのみが使用できます。 顧客提供のソフ
ト ウェアがこ う した URL を使用しても、 メ ッセージは正し く
処理されません。

ビジネス プロ ト コルのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド』 を参照して ください。

デコーダ

デコーダは以下の処理を行います。

1. プロ ト コル固有のメ ッセージ  ヘッダを処理します。

2. 送信側ト レーディ ング  パートナを識別します。

3. 送信側ト レーディ ング  パートナを会話に追加します。

4. 送信側へ返信する応答を準備します。

5. メ ッセージをスケジューリ ング  サービスへ転送します。

スケジューリング サービス

スケジューリ ング サービスはメ ッセージをキューに入れて格納し、 後に XOCP 
ルータで取得できるよ うにします。
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XOCP ルータ

XOCP ルータはロジッ ク  プラグインをつなげたもので、 XOCP ビジネス メ ッ

セージの受信側を指定します。 各ロジッ ク  プラグインは、 受信側ト レーディ ン

グ パートナのセッ トについて ト レーディング  パートナを追加または削除できま

す。

XOCP ルータにあるロジッ ク  プラグインは、 以下の順序で並べられます。

1. XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグイン－ WebLogic Integration で提供されている

もの

2. 顧客提供のロジッ ク  プラグイン－ユーザが作成できるロジッ ク  プラグイン

（省略可能）

3. XOCP ルータ  エンキュー ロジッ ク  プラグイン－ WebLogic Integration で提

供されているもの

以下の節では、 これらのロジッ ク  プラグインについて説明します。

XOCP ルータ  ロジック  プラグイン

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインは、 以下の処理を行います。

1. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を作成します。

メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トは、 XOCP ビジネス メ ッセージおよ

びリ ポジ ト リ中の関連する情報から  XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインに

よって作成される  XML ドキュ メ ン トです。 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ

メ ン トは、 ビジネス  プロ ト コル、 会話、 送信側ト レーディ ング  パートナ、

および受信側ト レーディ ング  パートナといった、 XOCP ビジネス  メ ッセー

ジに関するヘッダおよびコンテキス ト の情報を示します。 XOCP ルータ  ロ
ジッ ク  プラグインは XPath 式を使用してメ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ

ン ト を評価します。 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トの詳細について

は、 2-15 ページの 「メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト での作業」 を参

照して ください。

2. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を XPath ルーテ ィング式で評価しま

す。 これによ り、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト内の各値と対応する

場合があ り ます。 この評価の結果、 XOCP ビジネス メ ッセージの受信先とな

る ト レーディ ング パートナのセッ ト が得られます。
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XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインは XPath ルータ式を次の順序で使用しま

す。

a. メ ッセージ XPath 式

メ ッセージ XPath 式はビジネス  メ ッセージに含まれているので、 常にビ

ジネス  メ ッセージのルーティ ングに適用されます。

b. ト レーディ ング パートナ XPath ルータ式

ト レーディ ング パートナ XPath ルータ式は送信側ト レーディ ング  パート

ナ用の リポジ ト リで定義され、 当該のト レーディ ング  パートナによって

送信されるすべての XOCP ビジネス  メ ッセージに適用されます。 送信側

ト レーディ ング パートナは複数の ト レーディ ング パートナ XPath ルータ

式を持つこ とができます。

ト レーディ ング パートナ XPath ルータ式は、 メ ッセージコンテキス ト  ド
キュ メ ン トのさまざまな部分を調べて受信側ト レーディ ング  パートナの

別のセッ ト を選択します。 各式によって生成された ト レーディング  パー

トナは、 以前に生成された受信側ト レーディ ング  パートナのセッ ト と置

き換えられた り、 現在のセッ トに追加された りできます。

c. ビジネス プロ ト コル XPath ルータ式

XPath ルータ式はリポジ ト リで定義され、 特定のビジネス  プロ ト コルを

使用するすべての XOCP ビジネス メ ッセージに適用されます。

ト レーディ ング パートナ XPath ルータ式と同様に、 ビジネス  プロ ト コル 
XPath ルータ式はメ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト のさまざまな部

分を調べて受信側ト レーディ ング  パートナの別のセッ ト を選択します。

各式によって生成された ト レーディング  パートナは、 以前に生成された

受信側ト レーディ ング  パートナのセッ ト と置き換えられた り、 現在の

セッ トに追加された りできます。

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインが使用するための XPath 式を リ ポジ ト リ

に追加するこ とができます。 XPath 式の詳細については、 2-16 ページの

「XPath 式での作業」 を参照して ください。

3. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を破棄します。

4. 受信側ト レーディ ング  パートナのセッ トが空でない限 り、 B2B エンジンは

メ ッセージの処理を継続します。 空である場合、 XOCP ルータ  ロジッ ク  プ
ラグインはメ ッセージを次のコンポーネン トでの処理に転送しません。
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顧客提供のルータ  ロジック プラグイン

ロジッ ク  プラグインを作成して、 XOCP ルータに追加する こ とができます。 新

しいロジッ ク  プラグインを作成した場合、 それをチェーンに追加する際の場所

は XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインの後で、 かつ XOCP ルータ  エンキュー ロ
ジッ ク  プラグインの前です。 XOCP ルータ  チェーン内でのロジッ ク  プラグイン

の順序は、 XOCP ビジネス  プロ ト コル定義で指定されます。

顧客提供のロジッ ク  プラグインは、 ルータ機能を持たな く と も  XOCP ルータの

一部になる こ とができます。 たとえば、 顧客提供のロジッ ク  プラグインは、 特

定の送信側ト レーディング  パートナによって送信されたメ ッセージの数を ト

ラ ッキングし、 該当する メ ッセージについて ト レーディ ング  パートナに請求す

るこ とで請求処理の機能を提供できます。 顧客提供のロジッ ク  プラグインは、

ルーティ ングおよびフ ィルタ処理の機能を提供していなく ても、 XOCP ルータま

たは XOCP フ ィルタのみに追加できます。 顧客提供のロジッ ク  プラグインの詳

細については、 第 3 章 「ロジッ ク  プラグインの作成と追加 （非推奨）」 を参照し

て ください。

顧客提供のルータ  ロジッ ク  プラグインが処理された後で、 受信側ト レーディ ン

グ パートナのセッ トが空でなければ、 B2B エンジンはメ ッセージの処理を継続

します。 空である場合、 顧客提供のルータ  ロジッ ク  プラグインはメ ッセージを

次のコンポーネン トでの処理に転送しません。

XOCP ルータ  エンキュー ロジック  プラグイン

XOCP ルータ  エンキュー ロジッ ク  プラグインは、 以下の処理を行います。

1. XOCP ビジネス  メ ッセージを受信先のキューに入れます。

2. メ ッセージをルーテ ィング サービスへ転送します。

ルーティング サービス

ルーティ ング サービスは以下の処理を行います。

1. メ ッセージ受信側の最終検証を実行します。

2. 検証済みの受信側ト レーディ ング  パートナに個別のメ ッセージ エンベロー

プを作成します。

3. メ ッセージ エンベロープの各コピーを  XOCP フ ィルタへ転送します。
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受信側

以下の節では、 B2B エンジンの受信側のコンポーネン ト と  XOCP ビジネス メ ッ

セージの処理について説明します。

� XOCP フ ィルタ

� スケジューリ ング サービス

� エンコーダ

� 転送サービス

XOCP フ ィルタ

XOCP フ ィルタはロジッ ク  プラグインのチェーンで、 XOCP ビジネス  メ ッセー

ジを受信側へ送信するかど うかを決定します。 これらのロジッ ク  プラグインは、

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインの後で評価され、 XOCP ルータによる結果を

変更またはオーバーラ イ ドするこ とができます。 各ロジッ ク  プラグインで、

メ ッセージの非送信を決定できます。

XOCP フ ィルタにあるロジッ ク  プラグインは、 以下の順序で並べられます。

1. 顧客提供のロジッ ク  プラグイン－ユーザが作成できるロジッ ク  プラグイン

（省略可能）

2. XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン－ WebLogic Integration で提供されてい

る もの

以下の節では、 これらのロジッ ク  プラグインについて説明します。

XOCP フ ィルタ  ロジック プラグイン

XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは、 以下の処理を行います。

1. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を作成します。

メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トは、 XOCP ビジネス  メ ッセージおよ

びリポジ ト リ中の関連する情報から  XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインに

よって作成される  XML ドキュ メ ン ト です。 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ

メ ン トは、 ビジネス  プロ ト コル、 会話、 送信側ト レーディ ング  パートナ、

および受信側ト レーディング  パートナといった、 XOCP ビジネス  メ ッセー
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ジに関するヘッダおよびコンテキス ト の情報を示します。 XOCP フ ィルタ  ロ
ジッ ク  プラグインは XPath 式を使用してメ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ

ン ト を評価します。 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トの詳細について

は、 2-15 ページの 「メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト での作業」 を参

照して ください。

2. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を XPath フ ィルタ式で評価します。 こ

れによ り、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト内の各値と対応する場合が

あ り ます。 この評価の結果、 メ ッセージを受信側へ送信するかど うかが決ま

り ます。

XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインは XPath フ ィルタ式を次の順序で使用

します。

a. ト レーディング パートナ XPath フ ィルタ式

ト レーディング パートナ XPath フ ィルタ式は受信側ト レーディ ング  パー

トナ用のリポジ ト リで定義され、 当該のト レーディ ング  パートナ宛のす

べての XOCP ビジネス  メ ッセージに適用されます。 受信側ト レーディ ン

グ パートナは複数の ト レーディ ング パートナ XPath フ ィルタ式を持つこ

とができます。

ト レーディング パートナ XPath フ ィルタ式は、 メ ッセージコンテキス ト  
ドキュ メ ン トのさまざまな部分を調べてメ ッセージの受信または拒否を

示すブール値の結果を返します。 この処理は、 false と評価される式が出

るか、 すべての式が処理されるまで継続されます。

b. ビジネス  プロ ト コル XPath フ ィルタ式

XPath フ ィルタ式はリポジ ト リで定義され、 すべての XOCP ビジネス  
メ ッセージに適用されます。

ト レーディング パートナ XPath フ ィルタ式と同様に、 ビジネス  プロ ト コ

ル XPath フ ィルタ式はメ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト のさまざま

な部分を調べてメ ッセージの受信または拒否を示すブール値の結果を返

します。 この処理は、 false と評価される式が出るか、 すべての式が処理

されるまで継続されます。

XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインが使用するための XPath 式を リ ポジ ト

リに追加するこ とができます。 XPath 式の詳細については、 2-16 ページの

「XPath 式での作業」 を参照して ください。

3. メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を破棄します。
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4. XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインが受信側への XOCP ビジネス  メ ッセー

ジの配信をキャンセルした場合、 その XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン

はメ ッセージを B2B エンジン内の次のコンポーネン トへ転送しません。 メ ッ

セージが転送された場合は、 B2B エンジンでメ ッセージの処理が継続されま

す。

顧客提供のフ ィルタ  ロジック  プラグイン

ロジッ ク  プラグインを作成して、 XOCP フ ィルタに追加する こ とができます。

新しいロジッ ク  プラグインを作成した場合、 それをチェーンに追加する際の場

所は XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインの前です。XOCP フ ィルタ  チェーン内

でのロジッ ク  プラグインの順序は、 XOCP ビジネス  プロ ト コル定義で指定され

ます。

顧客提供のロジッ ク  プラグインは、 フ ィルタ機能を持たな く と も  XOCP フ ィル

タの一部になるこ とができます。 たとえば、 顧客提供のロジッ ク  プラグインは、

特定の受信側ト レーディング  パートナへ送信された メ ッセージの型を ト ラ ッキ

ングするこ とでサンプリ ングの機能を提供できます。 顧客提供のロジッ ク  プラ

グインは、 ルーテ ィングおよびフ ィルタ処理の機能を提供していな くても、

XOCP ルータまたは XOCP フ ィルタのみに追加できます。 ロジッ ク  プラグイン

の詳細については、 第 3 章 「ロジッ ク  プラグインの作成と追加 （非推奨）」 を参

照して ください。

顧客提供のロジッ ク  プラグインが受信側への XOCP ビジネス  メ ッセージの配信

をキャンセルした場合、 顧客提供のロジッ ク  プラグインはメ ッセージを  B2B エ
ンジン内の次のコンポーネン トへ転送しません。 メ ッセージが転送された場合

は、 B2B エンジンでメ ッセージの処理が継続されます。

スケジューリング サービス

スケジューリ ング サービスは以下の処理を行います。

1. サービス品質の問題および会話の管理に関連する内部処理を実行します。

サービス品質の詳細については、 『B2B Integration 管理アプリ ケーシ ョ ン プ
ログラ ミ ング ガイ ド 』 を参照して ください。

2. メ ッセージをエンコーダへ転送します。
2-14 B2B Integration ロジック  プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド



メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト での作業
エンコーダ

エンコーダは、 ビジネス  プロ ト コルをサポートする必要に応じて メ ッセージを

変換し、 そのメ ッセージを転送サービスへ転送します。

転送サービス

転送サービスは、 メ ッセージを受信側へ転送します。

メ ッセージコンテキスト  ドキュメン トでの
作業

メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン トの作成および使用の詳細については、 2-9 
ページの 「XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグイン」 および 2-12 ページの 「XOCP 
フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン」 を参照して ください。

次の リ ス トは、 メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト用の文書型定義 （DTD）
を示します。

コード  リス ト  2-1   メ ッセージコンテキスト  ドキュメン ト用の文書型定義

<!--Copyright (c) 2001 BEA Systems, Inc. -->
<!--All rights reserved                  -->

<!-- この DTD は XPATH ルータ および フィルタ用のメッセージコンテキスト ドキュメントを示す 
-->

<!ELEMENT wlc (business-protocol, conversation, sender, trading-partner+) >
<!ATTLIST wlc context ( message-router | trading-partner-router | hub-router | 
trading-partner-filter | hub-filter ) #REQUIRED >

<!ELEMENT business-protocol EMPTY >
<!ATTLIST business-protocol name CDATA #REQUIRED >
<!ATTLIST business-protocol version  CDATA #REQUIRED >

<!ELEMENT conversation EMPTY >
<!ATTLIST conversation name CDATA #REQUIRED >
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<!ATTLIST conversation version CDATA #REQUIRED >
<!ATTLIST conversation sender-role CDATA #REQUIRED >
<!ATTLIST conversation receiver-role CDATA #REQUIRED >

<!-- 送信側は、会話中のロールからメッセージを送信したトレーディング パートナ -->
<!ELEMENT sender ( trading-partner ) >

<!-- トレーディング パートナはメッセージを送受信する企業などエンティティを表す -->
<!ELEMENT trading-partner ( address, extended-property-set* ) >
<!ATTLIST trading-partner email CDATA #IMPLIED >
<!ATTLIST trading-partner fax CDATA #IMPLIED >
<!ATTLIST trading-partner name ID #REQUIRED >
<!ATTLIST trading-partner phone CDATA #IMPLIED >

<!ELEMENT address ANY >

<!ELEMENT extended-property-set ANY >
<!ATTLIST extended-property-set name CDATA #REQUIRED >

XPath 式での作業

この節では、 XPath 式とその作成方法について説明します。

� XPath 式について

� メ ッセージ XPath 式の作成

� ト レーディ ング パートナ XPath 式の作成

� ビジネス プロ ト コル XPath 式の作成

XPath 式について

XPath は World Wide Web Consortium で定義されている  XML パス言語です。

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン

は、 XPath 式を使用して メ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ ン ト を評価します。

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインが

使用するための XPath 式を リポジ ト リに追加する こ とができます。
2-16 B2B Integration ロジック  プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド



XPath 式での作業
XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインに

ある  XPath 式は、 以下の機能を実行します。

� XPath ルータ式は、 XPath 構文を使用してメ ッセージコンテキス ト  ドキュ メ

ン ト から ト レーディ ング  パートナのセッ ト を選択します。 選択された ト レー

ディ ング  パートナは、 XOCP ビジネス  メ ッセージの受信側です。 各 XPath 
ルータ式は、 ト レーディ ング  パートナのセッ ト を評価する必要があ り ます。

XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインでは、 XPath 式はメ ッセージ配信のビジ

ネス基準を指定します。 たとえば、 バイヤは XPath ルータ式を使用して入札

要求を特定の市外局番のすべてのセラーに送信したり、 大口の注文を扱える

セラーに送信した りできます。

� XPath フ ィルタ式は XPath の構文を使用してメ ッセージの受信または拒否を

示すブール値の結果を返します。 各 XPath フ ィルタ式による評価の結果は

ブール値の true または false でなければな り ません。

XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインでは、 XPath 式は B2B エンジンが特定

のビジネス メ ッセージを特定のト レーディ ング  パートナへ送信するかど う

かを決定します。 XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン内の XPath フ ィルタ

式は、 受信側ト レーディ ング  パートナにとって不要なビジネス メ ッセージ

をフ ィルタするゲート キーパと して動作します。

次の表は、 各種の XPath 式の概要を示します。
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表 2-1  各種の XPath 式の概要

XPath 式の種類 XOCP ルータ  ロジック  プラグイン XOCP フ ィルタ  ロジック  プラグ
イン

メ ッセージ 評価順 : 最初

XPath 式の数 : 1

定義の場所 : BPM ワークフローまた
は B2B Java アプ リ ケーシ ョ ン

用途 : 受信側の定義

適用の対象 : 送信側 BPM ワークフ

ローまたは B2B アプ リ ケーシ ョ ン
からの XOCP ビジネス  メ ッセージ

適用不可

ト レーディング パー
トナ

評価順 : 2 番目

XPath 式の数 : 1 つまたは複数

定義の場所 : リ ポジ ト リ （WebLogic 
Integration B2B Console または Bulk 
Loader を使用）

用途 : 受信側の追加および削除

適用の対象 : 送信側ト レーディング 
パートナからのすべての XOCP ビジ
ネス  メ ッセージ

評価順 : 4 番目

XPath 式の数 : 1 つまたは複数

定義の場所 : リ ポジ ト リ （WebLogic 
Integration B2B Console または Bulk 
Loader を使用）

用途 : メ ッセージを受信側へ送信す
るかど うかの決定

適用の対象 : 受信側ト レーディング  
パートナへのすべての XOCP ビジネ
ス  メ ッセージ

ビジネス  プロ ト コル 評価順 : 3 番目

XPath 式の数 : 1 つまたは複数

定義の場所 : リ ポジ ト リ （WebLogic 
Integration B2B Console または Bulk 
Loader を使用）

用途 : 受信側の追加および削除

適用の対象 : すべての送信側ト レー
ディング  パートナからのすべての 
XOCP ビジネス  メ ッセージ

評価順 : 5 番目

XPath 式の数 : 1 つまたは複数

定義の場所 : リ ポジ ト リ （WebLogic 
Integration B2B Console または Bulk 
Loader を使用）

用途 : メ ッセージを受信側へ送信す
るかど うかの決定

適用の対象 : すべての受信側ト レー
ディング  パートナへのすべての 
XOCP ビジネス  メ ッセージ
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XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインでは、 XPath ルータ式によってメ ッセージコ
ンテキス ト  ドキュ メ ン ト の各部が調べられ、 別の受信側ト レーディング  パート
ナのセッ ト が選択されます。 各式によって生成された ト レーディング  パートナ
は、 以前に生成された受信側ト レーディ ング  パートナのセッ ト と置き換えられ
たり、 現在のセッ トに追加された りできます。

次の表は、 XPath ルータ式がどのよ うに使用されるかをステップを追って示しま
す。

XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインでは、 XPath ルータ式によってメ ッセージ
コンテキス ト  ドキュ メ ン トの各部が調べられ、 受信側ト レーディ ング  パートナ
へメ ッセージを転送するかど うかが決定されます。 XPath フ ィルタ式は、 さ まざ
まな選択基準に基づいて true または false を返します。 false が返される と、
そのメ ッセージは評価が中止されて、 受信側には送信されません。

XPath 式は、 以下の情報を参照できます。

� ト レーディング パートナの属性

表 2-2  XPath ルータ式に関する例

XPath 式 結果として選択される受

信側トレーディング パー
トナのセッ ト

1. メ ッセージ  XPath 式で ト レーディング パートナ A および B が選択さ
れる。

A、 B

2. 最初の ト レーディング  パートナ XPath ルータ式で ト レーディング 
パートナ C が追加される。

A、 B、 C

3. 2 番目の ト レーディング パー トナ XPath ルータ式で、以前に選択され
ているすべての ト レーディング パートナが ト レーディング  パー トナ D 
によって置き換えられる。

D

4. 最初のビジネス  プロ ト コル ルータ式で、 ト レーディング  パートナ B 
および F が追加される。

D、 B、 F

5. 2 番目のビジネス  プロ ト コル ルータ式で、 ト レーディング パートナ 
F が削除される。

D、 B
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� 標準的な属性。 たとえば、 ト レーディ ング  パートナ名や郵便番号

� 拡張された属性。 たとえば、 WebLogic Integration B2B Console で定義さ
れるカスタム属性

� メ ッセージ情報。 たとえばビジネス  ドキュ メ ン ト の型、 発注書番号、 あるい
はインボイス総計

Xpath 式の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「高度なコンフ ィ

グレーシ ョ ン タスク」 を参照。

メ ッセージ XPath 式の作成

XOCP ビジネス メ ッセージを送信する際に、 送信側ト レーディ ング  パートナは 
XPath 式を指定して、 ビジネス  メ ッセージの受信側を定義するこ とができます。
メ ッセージ XPath ルータ式は、 Business Process Management ワークフローまた
は WebLogic Integration B2B Java アプリ ケーシ ョ ンで定義されています。 この 
XPath 式で、 XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインによって生成される  メ ッセージ
コンテキス ト  XML ドキュ メ ン トから  <trading-partner> ノードのサブセッ ト
が選択されます。

送信側ト レーディ ング  パートナはこの XPath 式を定義して、 メ ッセージと と も
に送信します。 XPath 式は、 B2B Integration では次のよ うにして定義されます。

� BPM ワークフローを使用してビジネス  メ ッセージが交換される場合、XPath 
式はワークフロー テンプレートで定義されて、 ト レーディ ング  パートナが
別の ト レーディ ング パートナへメ ッセージを送信する と きに適用されます。
XPath 式を定義するには、 WebLogic Integration Studio の [ ビジネス メ ッ
セージの送信 ] ダイアログ  ボッ ク スを使用します。 詳細については、 『B2B 
Integration ワークフローの作成』 を参照して ください。

� Java アプリ ケーシ ョ ンを使用してビジネス  メ ッセージを交換する場合、
XPath 式は Java アプリ ケーシ ョ ンで定義されます。
com.bea.b2b.protocol.messaging.Message インスタンスの 
setExpression メ ソ ッ ドを呼び出します。 このと き、 パラ メータ と して  
XPath 式を渡します。 詳細については、 『B2B Integration ワークフローの作
成』 を参照して ください。

注意 : 多くの場合、 ト レーディング  パートナがビジネス  メ ッセージを送信
する相手は、 単一で既知の、 他の ト レーディ ング  パートナです。 た
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とえば、 ト レーディ ング  パートナからの要求に応答する場合などで
す。 この場合、 送信側ト レーディング  パートナは、 受信側ト レー
ディ ング  パートナの名前を  XPath 式の代わりに指定するこ とで、
XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインでの XPath 式の評価を回避する こ
とができます。 ト レーディ ング  パートナ名を指定するには、
com.bea.b2b.protocol.messaging.Message インスタンスの 
setExpression メ ソ ッ ドではな く  setRecipient メ ソ ッ ドを呼び出
して ください。

トレーディング パートナ XPath 式の作成

ト レーディング パートナ XPath 式は、 ト レーディ ング  パートナごとに定義され
る  XPath 式です。 ルーテ ィングの場合、 ト レーディ ング  パートナ XPath 式は 
XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグインに使用されて、 送信側ト レーディ ング  パート
ナについて定義されます。 フ ィルタ処理の場合、 ト レーディング  パートナ 
XPath 式は XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインに使用されて、 受信側ト レー
ディ ング  パートナについて定義されます。

ト レーディング パートナ XPath 式はリポジ ト リに定義されます。 XOCP ルータ  
ロジッ ク  プラグインおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインで使用される ト
レーディ ング パートナ XPath 式を作成するために、 以下のツールを使用できま
す。

� Bulk Loader については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の
操作」 を参照して ください。 リ ポジ ト リ  データ  ファ イルでの XPath 式の
フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

<xpath-expression expression="//TradingPartner1" 
location="ROUTER" type="APPEND"/>

XPath の構文および使用法の詳細については、 World Wide Web Consortium 
によって公開されている 「XML Path Language Specification」 を参照して く
ださい。 この文書は次の URL にあ り ます。

http://www.w3.org/TR/xpath.html

� WebLogic Integration B2B Console については、 『B2B Integration 
Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「ロジッ ク  プラグインの使用」
を参照して ください。
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次の表は、 B2B Console を使用して XPath 式を定義する と きに設定するプロ
パティ を示します。

たとえば、 ある ト レーディ ング  パートナが、 カ リ フォルニアにいる ト レー
ディ ング パートナへの要求をルーテ ィングする必要がある と します。 これを
実現するために、 送信側ト レーディング  パートナは B2B Console の [ ト レー
ディ ング パートナ ] タブにある詳細オプシ ョ ンのウ ィ ンドウを使用して、
XOCP ルータ  ロジッ ク  プラグイン用に次の XPath 式を作成できます。

/wlc/trading-partner[extended-property-set/state='California']

ビジネス プロト コル XPath 式の作成

ビジネス プロ ト コル XPath 式は、 特定のビジネス  プロ ト コルごとに WebLogic 
Integration リポジ ト リで定義されている  XPath 式です。 ビジネス プロ ト コル 
XPath ルータ式は、 対象となるプロ ト コルを使用するすべての受信ビジネス  
メ ッセージに適用されます。 ビジネス  プロ ト コル XPath フ ィルタ式は、 すべて
の送信 XOCP ビジネス  メ ッセージに適用されます。

ビジネス プロ ト コル XPath 式はリポジ ト リに定義されます。 XOCP ルータ  ロ
ジッ ク  プラグインおよび XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグインで使用される  
XPath 式を作成するために、 以下のツールを使用できます。

� Bulk Loader については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の
操作」 を参照して ください。 リポジ ト リ  データ  ファ イルでの XPath 式の
フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

<xpath-expression expression="//TradingPartner1" 
location="ROUTER" type="APPEND"/>

表 2-3  B2B Console での XPath 式のプロパティ

コンポーネント 説明

XPath 式 既に説明した形式の、 XPath ルータ式または XPath フ ィル
タ式。

Type XPath 式を評価した結果について、 以前の XPath 式を評価
した結果に追加するか、 または置換するかを指定するフラ

グ。
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XPath の構文および使用法の詳細については、 World Wide Web Consortium 
によって公開されている 「XML Path Language Specification」 を参照して く
ださい。 この文書は次の URL にあ り ます。

http://www.w3.org/TR/xpath.html

� WebLogic Integration B2B Console については、 『B2B Integration 
Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「ロジッ ク  プラグインの使用」
を参照して ください。

表 2-3 に、 B2B Console を使用して XPath 式を定義する と きに設定するプロ
パテ ィを示しています。

たとえば、 ある管理者が、 出荷側である ト レーディ ング  パートナが出荷要求
のみを受信できるよ うにメ ッセージをフ ィルタしつつ、 他のすべての ト レー

ディ ング  パートナについてはすべてのメ ッセージを受信できるよ うにする必
要がある と します。 これを実現するために、 管理者は B2B Console の [ ビジ
ネス  プロ ト コル定義 ] タブを使用して XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン
用に次の XPath 式を作成できます。
(/wlc/trading-partner/extended-property-set/business='shipper') OR 
(/wlc/trading-partner/extended-property-set/business!='shipper')
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3 ロジック  プラグインの作成と追加
（非推奨）

以下の節では、 WebLogic Integration でロジッ ク  プラグインを開発する方法につ
いて説明します。

� ロジッ ク  プラグインについて

� ロジッ ク  プラグイン API

� ロジッ ク  プラグインについてのルールおよびガイ ド ラ イン

� ロジッ ク  プラグインの開発と管理

ロジック  プラグインについて

以下の節では、 ロジッ ク  プラグイン、 および関連する概念について説明します。

� ロジッ ク  プラグインの概要

� ロジッ ク  プラグインが処理するタスク

� チェーン

� システム  ロジッ ク  プラグインとカスタム  ロジッ ク  プラグイン

ロジック プラグインの概要

注意 : カスタムロジッ ク  プラグインは本リ リースの WebLogic Integration では
非推奨とな り ました。 代わり となる機能については、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト .』 を参照して ください。
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ロジッ ク  プラグインは、 B2B エンジンを通過するビジネス  メ ッセージに対して
特殊な処理を実行する  Java ク ラスです。 ロジッ ク  プラグインは、 WebLogic 
Integration  プロバイダまたは ト レーディ ング  パートナによって、 カスタム  サー
ビス と して開発されます。

ロジッ ク  プラグインは、WebLogic Integration  B2B システムを通過するビジネス  
メ ッセージのパスに沿った重要な場所にルールおよびビジネス  ロジッ クを挿入
します。 ロジッ ク  プラグインは、 WebLogic Integration でビジネス  プロ ト コルが
作成される と きに作成される  Java ク ラスのインスタンスです。 ロジッ ク  プラグ
インは、 ト レーディング  パートナの配信チャネルが起動されたと きにアクテ ィ
ブ化され、 メ ッセージが B2B エンジンを通過する と きに呼び出されます。

ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  プロ ト コルに個別に対応します。 ロジッ ク  プ
ラグインでは、 特定のビジネス  プロ ト コルを使用して交換される メ ッセージの
みが処理されます。 たとえば、 あるプラグインが XOCP プロ ト コルと関連付け
られている場合、 そのプラグインは XOCP ビジネス  メ ッセージのみを処理しま
す。

ロジック プラグインが処理するタスク

WebLogic Integration では、 サポート されるビジネス  プロ ト コルに対してルータ  
ロジッ ク  プラグインおよびフ ィルタ  ロジッ ク  プラグインが提供されています。
ルーテ ィング機能やフ ィルタ機能の他に、 カスタム  ロジッ ク  プラグインがさま
ざまなサービスを実行できます。 たとえば、 請求処理が目的であれば、 ト レー

ディ ング パートナから送信される メ ッセージの数をカスタム ロジッ ク  プラグイ
ンで ト ラ ッキングできます。

次の表は、 ロジッ ク  プラグインによって実行されるタスクの種類を示します。

表 3-1  ロジック  プラグインによって実行されるタスク

タスク 目的 例

ルート変更 ビジネス  メ ッセージの受信側の リ ス ト を
変更する。 受信側による会話およびコ ラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメン トの検証を条件
とする。 この機能は、 WebLogic 
Integration B2B システム プラグインおよび
カスタム プラグインによって提供される。

� 「コンピュータ  チップについて 100 
万ドルを超える額の注文を受けたら、

NewChipCo を受信側に含めるこ と」

� 「2002 年 1 月 1 日以降、 OldChipCo. 
へは注文を送信しないこ と」
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ロジッ ク  プラグインについて
チェーン

ルータ と フ ィルタには、 ビジネス  メ ッセージがルータ と フ ィルタを通過する と
きに実行される任意の数のロジッ ク  プラグインがあ り ます。 同一のビジネス  プ
ロ ト コルを共有する複数のロジッ ク  プラグインは、 ロジッ ク  プラグイン チェー
ンと して順に並べられます。

チェーンの中で、 ロジッ ク  プラグインは実行時に順番に処理されます。 1 つのロ
ジッ ク  プラグインの実行が完了する と、 チェーン内の次のプラグインがアク
テ ィブ化されます。 連続するロジッ ク  プラグインのそれぞれが、 B2B エンジン
でビジネス メ ッセージが処理される間に共有メ ッセージ情報に加えられた任意
の変更を参照できます。

注意 : チェーン内のロジッ ク  プラグインの位置は、 WebLogic Integration B2B 
Console を使用して リポジ ト リでコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 詳細
については、 『B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』
を参照して ください。

検査 ビジネス  メ ッセージの内容を調べ、 その
結果に基づいて特定のアクシ ョ ンを起こ

す。 この機能はカスタム プラグインに
よって提供される。

注意 : 検査されるビジネス  メ ッセージの
大多数は、 暗号化された内容を含

みません。

� 「請求処理の目的でメ ッセージの送信

側をすべて記録する」

� 「特定の型のメ ッセージについて、 会

話のバージ ョ ン  1 とバージ ョ ン 2 の
比率は ?」

表 3-1  ロジック プラグインによって実行されるタスク

タスク 目的 例
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3 ロジック  プラグインの作成と追加 （非推奨）
次の図は、ルータにある  XOCP ロジッ ク  プラグインのチェーンの例を示します。

図 3-1   XOCP ルータ チェーンの例
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ロジッ ク  プラグインについて
ルーティ ング機能やフ ィルタ機能を提供しないカスタム ロジッ ク  プラグインも
ルータまたはフ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン チェーンの一部でなければならない
点に注意してください。 この例では、 チェーンに 4 つのロジッ ク  プラグインが
あ り、 次の表に示されている順番で処理されます。

この例では、 XOCP ビジネス メ ッセージのみがこの  XOCP ルータ  チェーンにあ
るロジッ ク  プラグインを ト リガします。 非 XOCP ビジネス メ ッセージ （たとえ
ば RosettaNet や cXML メ ッセージ） は、 それらを扱 う ビジネス  プロ ト コルと関
連付けられているルータ  チェーンで別個に処理されます。

表 3-2  サンプルの XOCP ルータ  チェーンにあるロジック プラグイン

ロジック プラグイン 説明

XOCP ルータ システム  ロジッ ク  プラグイン。WebLogic Integration によってこのロジッ
ク  プラグインが提供される。 リ ポジ ト リでコンフ ィグレーシ ョ ンされて
いる  XPath ルータ式に基づいて  XOCP ビジネス  メ ッセージの受信側リ ス
ト を変更できる。 このロジッ ク  プラグインは、 XOCP ルータ  チェーンの
先頭になければならない。

XOCP-MessageTracker カスタム  ロジッ ク  プラグイン。 WebLogic Integration のオーナまたは ト
レーディング パートナは、 こ う したカスタム  ロジッ ク  プラグインを用意
して、 各ト レーディング パートナから請求処理の目的で送信されるビジ
ネス  メ ッセージの数を ト ラ ッキングできる。

XOCP-MessageInspector カスタム  ロジッ ク  プラグイン。 WebLogic Integration のオーナまたは ト
レーディング パートナは、 こ う したカスタム  ロジッ ク  プラグインを用意
して、 B2B エンジンを通じて交換されている各種のビジネス  ドキュ メ ン
ト （たとえば発注書、 インボイスなど） の統計を検査および保持できる。

XOCP ルータ  エン
キュー

システム  ロジッ ク  プラグイン。WebLogic Integration によってこのロジッ
ク  プラグインが提供される。 内部の WebLogic Integration B2B ルータ  
メ ッセージ キューに XOCP ビジネス  メ ッセージを追加する。 このロジッ
ク  プラグインは、 XOCP ルータ  チェーンの末尾になければならない。
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3 ロジック  プラグインの作成と追加 （非推奨）
システム ロジック  プラグインとカスタム ロジック  
プラグイン

ビジネス メ ッセージを処理するための標準的なサービスを提供するために、
WebLogic Integration B2B では以下のロジッ ク  プラグインが用意されています。

表 3-3  システム ロジック プラグイン

ロジック  プラグイン 説明

XOCP ルータ （XOCP 
router）

リ ポジ ト リでコンフ ィグレーシ ョ ンされている  XPATH ルータ式に基づい
て  XOCP ビジネス  メ ッセージの受信側の リ ス ト を変更する。 このシステ
ム  ロジッ ク  プラグインは、ルータ  ロジッ ク  プラグイン  チェーンの先頭で
ある必要がある。 先頭にあれば、 受信側のリ ス トが既知になるので、 カス

タム  ロジッ ク  プラグインがビジネス  メ ッセージを処理できる。

XOCP ルータ  エン
キュー

 WebLogic Integration B2B  ルータ  メ ッセージ キューに XOCP ビジネス  
メ ッセージを追加する。 このシステム  ロジッ ク  プラグインは、 XOCP 
ルータ  ロジッ ク  プラグイン  チェーンの末尾になければならない。

XOCP フ ィルタ
（XOCP filter）

リ ポジ ト リでコンフ ィグレーシ ョ ンされている  XPATH フ ィルタ式に基づ
いて、 特定の ト レーディング パー トナへ XOCP ビジネス  メ ッセージを送
信するかど うかを決定する。 このシステム  ロジッ ク  プラグインは、
XOCP フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン  チェーンの末尾になければならない。

RosettaNet ルータ  エン
キュー

WebLogic Integration B2B ルータ  メ ッセージ  キューに RosettaNet ビジネス  
メ ッセージを追加する。 このシステム  ロジッ ク  プラグインは、RosettaNet 
ルータ  ロジッ ク  プラグイン  チェーンの末尾になければならない。

RosettaNet フ ィルタ
（RosettaNet filter）

RosettaNet ビジネス  メ ッセージを特定の ト レーディング パー トナへ送信
するかど うかを決定する。 このシステム  ロジッ ク  プラグインは、
RosettaNet フ ィルタ  ロジッ ク  プラグイン チェーンの末尾になければなら
ない。
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ロジッ ク  プラグイン  API
システム  ロジッ ク  プラグインを使用する他に、WebLogic Integration 上に構築さ
れた ト レーディ ング パートナは独自のロジッ ク  プラグインを開発して専用の
サービスを用意するこ とができます。 各ロジッ ク  プラグインは、 ロジッ ク  プラ
グイン API を実装する  Java ク ラスです。 詳細については、 3-12 ページの 「ロ
ジッ ク  プラグインのプログラ ミング ステップ」 を参照して ください。

ロジック  プラグイン API

WebLogic Integration で提供されるロジッ ク  プラグイン API を使用して、
WebLogic Integration B2B アプリ ケーシ ョ ンでは以下のこ とが可能になり ます。

� XOCP マルチキャス ト を使用する と きに、 対象の ト レーディ ング  パートナを
メ ッセージ受信側リ ス トで追加または削除します。

� ビジネス  メ ッセージの各部を取得、 検査、 および処理します。 ビジネス  
メ ッセージの内容がプログラムによって変更された り誤って処理された りす

るこ とを回避するために、 ロジッ ク  プラグイン API にはビジネス メ ッセー
ジを検査するためのメ ソ ッ ドは用意されていますが、 ビジネス  メ ッセージの
内容を変更するためのメ ソ ッ ドはあ り ません。

次の表は、 ロジッ ク  プラグイン  API の各コンポーネン ト を示します。 詳細につ
いては、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照して ください。

表 3-4  ロジック プラグイン API

クラス / インタフェース 説明

com.bea.b2b.protocol.PlugIn 汎用のロジッ ク  プラグインを表すタグ付けインタ
フェース。 つま り、 実行するためにルータまたは

フ ィルタに挿入できるコード。

com.bea.b2b.protocol.PlugInException ロジッ ク  プラグインの実行中にエラーが発生する
と送出される例外ク ラ ス。
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3 ロジック  プラグインの作成と追加 （非推奨）
com.bea.b2b.protocol.messaging.
MessageEnvelope

ビジネス  メ ッセージのコンテナ （エンベロープ）

を表す。 MessageEnvelope には、 実際のビジネ
ス  メ ッセージに加えて、 関連するルーテ ィングお
よび処理の高度な情報が含まれている。 たとえば、

送信側 URL、 および 1 名の受信側のための URL 
（受信側の各自に 1 つずつメ ッセージ エンベロープ
がある） などである。 ネイテ ィブな メ ッセージへ

のアクセスが必要な場合に備えて、 Java の 
InputStream も利用可能である （ただし、 メ ッ

セージ内容の変更は不可なので、 OutputStream 
は一切提供されない）。

com.bea.b2b.protocol.messaging.

メッセージ

Message インタフェースには、 WebLogic 
Integration B2B エンジンでビジネス  メ ッセージを
処理するために必要なすべての情報が含まれてい

る。 Message インタフェースによって、 ト レーディ
ング パートナ間でメ ッセージを適切にルーテ ィン
グするために使用される情報が提供される。 また 、

Message インタフェースには、 ビジネス  メ ッセー
ジに使用されている特定のビジネス  プロ ト コルに
固有の情報も含まれている。 使用されるプロ ト コ

ルに応じて、 通常 Message ク ラスはメ ッセージに
関するプロ ト コル固有の追加情報を提供するため

のサブク ラ スを含んでいる。

com.bea.b2b.protocol.messaging.
PayloadPart

メ ッセージ ペイロードのコンポーネン ト を表す。
この情報を実装する特定のク ラスは、 ビジネス  
メ ッセージの各部ご とに提供されている。 たとえ

ば XML 部分と非 XML 部分などである。 つま り、
ビジネス  プロ ト コル固有の情報へのアクセスを補
助するために提供されている。

com.bea.b2b.protocol.conversation.
ConversationType

特定の会話定義の中で  1 つのロールを表す。
ConversationType ク ラ スには、 会話名、 会話バー
ジ ョ ン、 およびト レーディング  パートナ ロールな
どの情報が含まれる。

表 3-4  ロジック  プラグイン API (続き )

クラス / インタフェース 説明
3-8 B2B Integration ロジック  プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド



ロジッ ク  プラグインについてのルールおよびガイ ド ライン
ロジック  プラグインについてのルールおよ
びガイドライン

ロジッ ク  プラグインは以下のルールおよびガイ ド ラインに従う必要があ り ます。

� ロジッ ク  プラグインはスレッ ドセーフかつステート レスである必要があ り ま
す。 実行時には、 ロジッ ク  プラグインのインスタンスが複数のスレ ッ ドに
よってキャ ッシュおよび共有されます。 インスタンス変数の使用は推奨され

ません。

� 共有されている リ ソースへのアクセスが必要な場合は、 synchronized とい
う  Java キーワードを使用して共有リ ソースへのアクセスを制限します。 共有
アクセスが必要な リ ソース と しては、 ク ラス内部のインスタンス変数、 共有

オブジェ ク ト、 あるいは外部システム リ ソース （フ ァ イルなど） があ り ま

com.bea.b2b.tpa.CAInstance コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トのインスタンス
を表す。 利用可能な メ ソ ッ ドによって、 コ ラボ

レーシ ョ ン  アグ リーメン トに関するさまざまな情
報を取得できる。 この API でコ ラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメン ト を変更するこ とは許可されていない

ので、 取得および検証のためのメ ソ ッ ドのみが提

供されている。

com.bea.b2b.tpa.PartyInstance コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トのパーテ ィを表
す。 利用可能な メ ソ ッ ドによって、 コ ラボレー

シ ョ ン アグ リーメン トのパーティに関する情報を
検証または取得できる。 たとえば、 コ ラボレー

シ ョ ン アグ リーメン トのパーティによって使用さ
れている配信チャネルなどである。

com.bea.b2b.tpa.
TradingPartnerInstance

実行時の ト レーディング パートナのインスタンス
を表す。 このク ラ スは PartyInstance と と もに使
用されるか、 ルータまたはフ ィルタ と と もにスタ

ンドアロン  モードで使用される。

表 3-4  ロジック プラグイン API (続き )

クラス / インタフェース 説明
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3 ロジック  プラグインの作成と追加 （非推奨）
す。 synchronized キーワードを使用する とアプ リ ケーシ ョ ン全体のパ
フォーマンスが低下するので、 必要な場合にのみ使用して ください。

� ロジッ ク  プラグインはメ ッセージ エンベロープおよび受信側リ ス ト を変更
できますが、 メ ッセージの内容は変更できません。 ビジネス  メ ッセージを変
更する と、 デジタル署名が無効にな り ます （署名がある場合）。 ロジッ ク  プ
ラグインの API は、 メ ッセージ エンベロープのみを変更する ミ ューテータ  
メ ソ ッ ドを提供します。

� ロジッ ク  プラグインは自分自身だけで完結している必要があ り ます。 他のロ
ジッ ク  プラグインと相互依存せず、 変数を交換できず、 変数を返せません。
メ ッセージ エンベロープが唯一の入力で、 かつ唯一の出力です。 ロジッ ク  
プラグインがメ ッセージ エンベロープに変更を加えた場合は、 変更された状
態のメ ッセージ エンベロープが出力されます。

� メ インのロジッ ク  プラグイン ク ラスは com.bea.b2b.protocol.PlugIn イ
ンタフェースを実装している必要があ り ます。

� セキュアなメ ッセージングを確保するために、 通常ロジッ ク  プラグインは暗
号化されたビジネス  メ ッセージを検査できません。 検査されるビジネス  
メ ッセージの大半は、 暗号化された内容を含まないものです。 ビジネス  メ ッ
セージの暗号化された内容を調べるには、 ロジッ ク  プラグインでメ ッセージ
の暗号化を解読し、 内容を調べた後で、 再び暗号化できる必要があ り ます。

公開鍵のインフラス ト ラ クチャはユーザが独自に用意する必要があ り ます。

� プラグインの提供者は、 WebLogic Integration にインス トールされるすべて
のカスタム ロジッ ク  プラグインについて、 適切にデバッグされ、 セキュ リ
テ ィ を確保するよ うに設計されているこ とを確認する義務があ り ます。

� ロジッ ク  プラグインは、 リポジ ト リ内の少なく と も  1 つのビジネス  プロ ト
コルと常に関連付けられている必要があ り ます。 ロジッ ク  プラグインは、 関
連付けられているプロ ト コルを使用するビジネス  メ ッセージが B2B エンジ
ンを通る と きにのみト リガされます。 たとえば、 RosettaNet ビジネス  メ ッ
セージは XOCP ロジッ ク  プラグインを ト リガしませんし、 XOCP ビジネス  
メ ッセージは RosettaNet ロジッ ク  プラグインを ト リガしません。

� 1 つのロジッ ク  プラグインは、 リ ポジ ト リ内の複数のプロ ト コルと関連付け
られるこ とができます。 たとえば、 SentMessages とい う名前の同じロジッ
ク  プラグイン ク ラスが、 XOCP プロ ト コルおよび RosettaNet プロ ト コルの
両方と関連付けられるこ と も可能です。 WebLogic Integration B2B Console 
を使用して各ビジネス  プロ ト コルについて別個のロジッ ク  プラグインを定
義できますが （たとえば、 XOCP-SentMessages、 RN-SentMessages、 および 
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ロジッ ク  プラグインについてのルールおよびガイ ド ライン
cXML-SentMessages）、 各プラグインは同じ  SentMessage ク ラスを指し示し
ています。 あるいは、 同じ ロジッ ク  プラグインを  2 つの別のプロ ト コル 
チェーンで使用できます。 こ う したチェーンは初期化パラ メータを共有しま

すが、 別個のインスタンスです。

� 効率的なロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  メ ッセージが処理に適している
かど うかを素早く判別し、 適していない場合は直ちに終了します。

� ロジッ ク  プラグインは、 他のモジュールを呼び出すこ とができます。 こ う し
たモジュールには、 ユーティ リ テ ィ  ラ イブラ リにある共有メ ソ ッ ド （た とえ

ば、 データベースにアクセスするモジュール） も含まれています。

� ロジッ ク  プラグインは、 配信チャネルがアクティブ化される と きに 1 回で初
期化されます。

� 配信チャネルがシャッ ト  ダウンされた場合 （つま り、 関連する  
com.bea.b2b.management.hub.runtime.DeliveryChannelMBean ク ラ
スの shutdown メ ソ ッ ドが呼び出された場合）、 その配信チャネルと関連
付けられている、 プロ ト コル固有のすべてのプラグインもシャッ ト  ダウ
ンされます。 ロジッ ク  プラグインをアクテ ィブにするには、 配信チャネ
ルを再起動する必要があ り ます。

� B2B エンジンがシャ ッ ト  ダウンされた場合 （つま り、 関連する  
com.bea.b2b.management.runtime.WLCMBean ク ラスで shutdown メ
ソ ッ ドが呼び出された場合）、 その B2B エンジンで実行されているすべ
てのプラグインもシャ ッ ト  ダウンされます。 B2B エンジンおよび配信
チャネルを再起動する必要があ り ます。

� WebLogic Integration リポジ ト リでロジッ ク  プラグインの定義が変更され
た場合、 たとえばチェーンが並べ替えられた り、 ロジッ ク  プラグイン定
義が追加または削除された り した場合には、 リ ポジ ト リの変更を反映す

るために配信チャネルをシャ ッ ト  ダウンしてから再起動する必要があ り
ます。

� WebLogic Server のインスタンスは、 アップグレード されたバージ ョ ンのロ
ジッ ク  プラグインのソース  コードがインス トールされた場合に、 再起動す
る必要があ り ます （また、 Java 仮想マシン （JVM） も再ロードする必要があ
る）。
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ロジック  プラグインの開発と管理

カスタム ロジッ ク  プラグインを実装するには、 開発のタスク と管理のタスクを
組み合わせる必要があ り ます。 以下のステップで、 必要な手順を説明します。

� ロジッ ク  プラグインのプログラ ミ ング  ステップ

� 管理タスク

ロジック プラグインのプログラ ミング ステップ

この節では、 ロジッ ク  プラグインのコードに関して実行する必要があるプログ
ラ ミ ング ステップを説明します。 ロジッ ク  プラグインはビジネス  メ ッセージを
各自の方法で処理しますが、 すべてのロジッ ク  プラグインが実行しなければな
らないタスク もあ り ます。

ロジッ ク  プラグインを実装するには、 以下のステップを完了して ください。

� 手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

� 手順 2 : PlugIn インタフェースを実装する

� 手順 3 : 例外処理モデルを指定する

� 手順 4 : process メ ソ ッ ドを実装する

� 手順 5 : メ ッセージ エンベロープからビジネス  メ ッセージを取得する

� 手順 6 : ビジネス  メ ッセージを検証する

� 手順 7 : ビジネス  メ ッセージのプロパティ を取得する

� 手順 8 : ビジネス  メ ッセージを処理する
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この節で引用されるコード例は、 次のよ う なロジッ ク  プラグインからのもので
す。

�  WebLogic Integration B2B エンジンを通るビジネス  メ ッセージを途中で取得
する。

� メ ッセージの送信側、 受信側、 および関連する会話定義の名前を取得する。

� 取得した情報を含んだ 1 行を請求処理データベースに挿入する。

手順 1 : 必要なパッケージをインポートする

少な く と も、 ロジッ ク  プラグインは以下のパッケージをインポートする必要が
あ り ます。

� com.bea.b2b.protocol.*

� com.bea.b2b.protocol.messaging.*

SentMsgCounter.java ファ イルから引用された以下のリ ス トは、 必要なパッ
ケージをインポートする方法を示します。

コード  リス ト  3-1   必要なパッケージのインポート

import java.util.Hashtable;
import com.bea.b2b.protocol.*;
import com.bea.b2b.protocol.messaging.*;
import com.bea.eci.logging.*;
import javax.naming.*;
import javax.sql.DataSource;

// このパッケージは DB プールへのアクセスに必要
import java.sql.*;
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手順 2 : PlugIn インタフェースを実装する

ロジッ ク  プラグインは com.bea.b2b.protocol.PlugIn インタフェースを実装
する必要があ り ます。 次のリ ス トに例を示します。

コード  リスト  3-2   PlugIn インタフェースの実装

public class SentMsgCounter implements PlugIn
{

...
}

手順 3 : 例外処理モデルを指定する

以下の場合に、 PlugInException が送出されます。

� ロジッ ク  プラグインによって実行時例外 （NullPointerException など）
が送出され、 WebLogic Integration の処理コードに補足された場合。

� ロジッ ク  プラグインが、 ロジッ ク  プラグインの処理で発生した問題を示す
ために例外を送出した場合。 ロジッ ク  プラグインは、 例外を自身で処理する
か、 WebLogic Integration 処理コードに通知するこ とができます。

ロジッ ク  プラグインに指定された例外処理モデルは、 例外が送出された場合に
何が起きるかを決定します。 ロジッ ク  プラグインは、
exceptionProcessingModel メ ソ ッ ドを実装して、 次の表に示される戻 り値の
う ち 1 つを指定する必要があ り ます。
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表 3-5  例外処理モデルのオプション

クラス / インタフェー
ス

説明

EXCEPTION_CONTINUE PlugInException が送出されても、 処理を停止しないよ うにする。 処
理は、 チェーン内の次のロジッ ク  プラグインまで継続される。

このオプシ ョ ンは、 ロジッ ク  プラグインの実行中にエラーが発生した場
合でもビジネス  メ ッセージの処理を継続できる よ うにするために使用す
る。

EXCEPTION_STOP PlugInException が送出されたら、 現在のロジッ ク  プラグインで処理
が停止されるよ うにする。 ビジネス  メ ッセージは、 チェーン内の次のロ
ジッ ク  プラグインへ進まない。

このオプシ ョ ンは、 メ ッセージの処理をキャンセルして以後の処理を回

避するために使用する。 たとえば、 ビジネス  ドキュ メ ン ト を検証してい
るロジッ ク  プラグインは、 不十分または不正なデータがある ドキュ メ ン
ト を拒絶するこ とができ る。

EXCEPTION_UNWIND PlugInExcepton が送出されたら処理を後戻り させる。 ビジネス  メ ッ
セージは、 チェーン内の次のロジッ ク  プラグインへ進まない。

このオプシ ョ ンを使用して、 メ ッセージの拒絶、 B2B エンジンでの以後
の処理の回避、 およびプラグインによ るすべての変更の破棄 （チェーン

内で先の順番にあるプラグインによるすべての変更も含む） ができる。

例外が送出された場合に、 このモデルが例外処理モデルであれば、

チェーンで現在よ り も前にあるすべてのプラグイン （ただし現在のロ

ジッ ク  プラグインは除く） で unwind メ ソ ッ ドが呼び出される。 呼び出
しの順番は、 チェーンをさかのぼる形になる。 結果的に、 チェーンによ

るすべての変更が後戻りによってキャンセルされる。

たとえば、 ロジッ ク  プラグインによってデータベース  テーブルに 1 行が
挿入されている場合は、 ロジッ ク  プラグインの unwind メ ソ ッ ドでその
行が削除される。

注意 : この例外処理モデルを使用するには、 チェーン内のすべてのロ

ジッ ク  プラグインが unwind メ ソ ッ ド を実装している必要があ
る。 たとえ何も しないメ ソ ッ ド と してでも、 このメ ソ ッ ドの実装

が必要です。
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ビジネス メ ッセージが拒絶された場合、 次の処理をど うするかは、 メ ッセージ
と関連付けられているサービス品質の指定だけでな く ビジネス  プロ ト コルにも
依存します。 たとえば、 メ ッセージを送信した B2B アプリ ケーシ ョ ンにメ ッ
セージ配信の失敗が通知されたら、 アプ リ ケーシ ョ ンはビジネス  メ ッセージの
再送を試みます。

次のリ ス トは、 SentMsgCounter プラグインの exceptionProcessingModel メ
ソ ッ ドの実装を示します。

コード  リスト  3-3   例外処理モデルの指定

public int exceptionProcessingModel()
{
 return EXCEPTION_CONTINUE;

}

手順 4 : process メソッ ドを実装する

ビジネス メ ッセージを処理するために、 ロジッ ク  プラグインは process メ ソ ッ
ドを実装する必要があ り ます。 このメ ソ ッ ドには、 ビジネス  メ ッセージのメ ッ
セージ  エンベロープを唯一のパラ メータ と して指定できます。 次のリ ス ト は、
SentMsgCounter ク ラスでの process メ ソ ッ ドの実装の冒頭を示します。 こ こ
では、 メ ッセージ プロパティ を格納するために後で使用される変数が定義され
ています。

コード  リスト  3-4   process メソッ ドの実装

public void process(MessageEnvelope mEnv) throws PlugInException
{
    
    String sender, conversation;
    String tRecipient;
    Connection conn = null;
    Statement stmt = null;
    Message bMsg = null;
    ...
}
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注意 : ビジネス  メ ッセージを処理する と き、 ロジッ ク  プラグインはメ ッセージ  
エンベロープのみを変更できます。 ビジネス  メ ッセージ自体は変更でき
ません。

手順 5 : メ ッセージ エンベロープからビジネス メ ッセージを

取得する

ロジッ ク  プラグインでビジネス  メ ッセージの内容を調べる必要がある場合は、
MessageEnvelope インスタンスの getMessage メ ソ ッ ドを呼び出して、 ビジネ
ス  メ ッセージを Message オブジェ ク ト と して取得する必要があ り ます。

次の リ ス ト では、 SentMsgCounter ク ラスが getMessage メ ソ ッ ドを呼び出して
メ ッセージ エンベロープからビジネス  メ ッセージを取得します。

コード  リス ト  3-5   メ ッセージ エンベロープからビジネス メ ッセージを取得

if((bMsg = mEnv.getMessage())== null)
{

throw new PlugInException("message is NULL");
}

手順 6 : ビジネス メ ッセージを検証する

ロジッ ク  プラグインは、 ある メ ッセージが処理されるべき有効なビジネス  メ ッ
セージであるか、 あるいは無視できるシステム  メ ッセージであるかを判別する
こ と もできます。 ビジネス  メ ッセージを検証するために、 ロジッ ク  プラグイン
では Message インスタンスの isBusinessMessage メ ソ ッ ドを呼び出すこ とがで
きます。 次のリ ス トでは、 SentMsgCounter ク ラスで isBusinessMessage メ
ソ ッ ドが使用されています。

コード  リス ト  3-6   ビジネス メ ッセージの検証

if (bMsg.isBusinessMessage())
{
    ...
}
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手順 7 : ビジネス メ ッセージのプロパティを取得する

ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  メ ッセージの特定のプロパティ を取得するた
めに MessageEnvelope または Message インスタンスで必要なメ ソ ッ ドを呼び出
すこ とができます。 次のリ ス ト では、 SentMsgCounter ク ラスが、 メ ッセージの
送信元である会話と関連付けられている会話定義の名前、 ビジネス  メ ッセージ
の送信側の名前、 および受信側ト レーディ ング  パートナの名前を取得していま
す。

コード  リスト  3-7   ビジネス メ ッセージのプロパティの取得

conversation= bMsg.getConversationType().getName();
sender = mEnv.getSender();
tRecipient = mEnv.getRecipient();

手順 8 : ビジネス メ ッセージを処理する

ロジッ ク  プラグインは、 ビジネス  メ ッセージから必要な情報を取得し、 処理す
る こ とができます。 たとえば、 SentMsgCounter プラグインは、 収集したメ ッ
セージ統計で請求処理データベースを更新します。

管理タスク

管理者がリポジ ト リにロジッ ク  プラグイン定義を追加するには、 WebLogic 
Integration B2B Console の [ ロジッ ク  プラグイン ] タブで以下のタスクを実行し
ます。

1. 以下のロジッ ク  プラグイン プロパティ を指定します。

� ロジッ ク  プラグイン名

� PlugIn インタフェースを実装する  Java ク ラス。 このク ラスはク ラス  ラ
イブラ リで補助ク ラスを呼び出すこ とができますが、 自身はロジッ ク  プ
ラグインの主要なエン ト リ  ポイン トでなければな り ません。 また、 Java 
ク ラス  ファ イルは CLASSPATH で指定された場所に格納されている必要が
あ り ます。
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� Java ク ラスの初期化に使用するパラ メータ名 /値のペア

2. ビジネス  プロ ト コルにロジッ ク  プラグインを割り当てます。

3. チェーン内でのロジッ ク  プラグインの順位を指定します。

管理タスクの詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 および 『B2B 
Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 を参照して ください。
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